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理科 課題分析
（学力調査結果、定期考査、授業の実態等）

授業改善策
新学習指導要領に向けて
（移行措置対応を含む）

１
年

【活用する力】
○「理科の勉強は好きだ」と感じている生徒は
多いが、理科の知識や科学的な見方・考え方
を活用する力を伸ばす指導に課題がある。

【単位の換算】
〇面積など、単位の換算に課題が見られる。

【凸レンズの作図】
〇作図により凸レンズのはたらきを理解させる
ことに困難がある。

【学習内容と日常生活との関わり】
○単元の終わりに、その単元で学習したことと
日常生活との関わりについて調べ、考えさせ
る学習活動の回数を増やす。

【小学校算数の復習と問題演習】
〇小学校算数で習得したことと理科の学習と
を関連付けて捉えることができるよう、必要最
低限な小学校算数の復習を適宜させる。ま
た、単位の換算に関する簡単な問題演習の時
間を設ける。
【作図して実験結果を予想させ、実験で検証さ
せる指導】
〇予想→実験→考察→作図の流れを、作図
→予想→実験（検証）→考察の流れで指導す
る。

【意見交換・議論】
〇意見交換や議論の際には、あ
らかじめ個人で考えさせる時間を
十分に設ける。
〇意見交換や議論を軸に、授業
を設計する。
〇議論の際は、他者とのかかわり
の中で、自分の考えをより妥当な
ものにさせるために、自分の考え
を再考させる指導を繰り返し行う。

２
年

「児童・生徒の学力向上を図るための調査（令
和元年７月）」の結果より
【思考・判断・表現】
〇平均値より１．３％上回っている。今後思考
力・表現力を高めていくための指導方法の工
夫が必要である。観察、実験などの結果をま
とめる力の向上が図る指導法の工夫が課題
である。

【技能】
〇平均値より１．１％上回っている。実験・観
察を自らの力で計画・実施し、その結果を分析
する能力を育成する指導法の工夫が課題で
ある。

【知識・理解】
〇平均値より２．４％上回っている。他教科の
正答率の数値との比較すると指導法を工夫す
ることにより数値の向上が図れると考えられ
る。

【思考・判断・表現】
〇生徒の発表をもとに対話をしながら、科学
的思考力を追究する学習形態の指導に時間
をかけていく。実験結果を画面で表示したり、
実験の結果のノートの評価を通して表現力を
向上させる。

【技能】
〇実験・観察を自らの力で計画・実施させるこ
とで技能を向上させる。

【知識・理解】
〇確認テストなどを実施し、その結果を分析し
形成的評価をもとに、次の授業に生かす。

【主体的で対話的な深い学び】
〇新学習指導要領準拠のデジタ
ルコンテンツなどを利用した提示
教材の構造化等を進め、教材の
工夫をする。興味、関心、意欲を
高め深い学びを実現させる。
〇主体的な、学びが実現できるよ
う自己の学習活動を振り返らせ、
知識を相互関連付けてより深く理
解させるために、自己の考えを広
げ深める対話的な学びを実現さ
せる。

３
年

「区学力調査調査（令和元年４月）」の結果よ
り
全ての調査項目において、全国平均を上回っ
ているが、目標値に到達していない、もしくは
目標値をわずかに上回った以下の３項目につ
いて課題がある。
【物質の成り立ちの理解】
〇原子や分子を粒子としてとらえ、物質を構成
する単位として説明する力に課題が見られ
た。

【大気中の水蒸気の変化の理解】
〇雲の発生を飽和水蒸気量と露点の関係か
ら考察し、粒子として水の状態変化をとらえ、
雲の発生を説明することに課題が見られた。

【動物のからだのつくりとはたらきの理解】
〇各器官のつくりとはたらきについて、基本的
に理解しているが、血液の循環を中心に各器
官が機能し、一つの個体としてのからだが働
いていることの理解に課題が見られた。

【視覚的に考察する学習時間の設定】
〇クループや個人単位で原子モデルを活用
し、物質の成り立ちや化学変化を生徒自身が
視覚的にとらえながら自ら説明する時間を設
定していく。

【身近な天気の変化と関連した学習】
〇暑い日にコップにみられる水滴や寒い日の
窓ガラスの曇りなど、日常の事象を通じて露
点の概念や水蒸気について考察し、身近な現
象としてとらえられる学習を進める。

【自分のからだとして考える時間の設定】
〇基本的な器官のつくりとはたらきは理解して
いるので、酸素や食物がからだに摂取されて
から排出されるまでの流れを、生徒自分のか
らだ中で起こる現象としてとらえ、自分のから
だを学習材として活用し、どの場所（器官）で
何が行われているかを考察する機会を設定し
ていく。

【理科の見方・考え方の重視】
〇学力調査の結果は、自然の事
物・事象を「粒子」の視点から捉え
る力が十分でないことを示してい
る。「粒子」自体は見えないが、そ
の動きを主として質的・実体的な
視点で捉える力を育成していく必
要がある。粒子モデルやICT機器
等を利用しながら、生徒自ら視覚
的要素も含めて学習し、理解を深
める機会を増やしていく。

【深い学びの実現】
〇粒子の見方だけでなく、エネル
ギー、生命、地球それぞれの見方
を通じて日常生活の事象について
問題意識を持ち、これらを合わせ
た総合的な見方より問題解決が
できるよう、日常生活と関連した
学習材を活用した授業を展開する
ようにしていく。
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